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議
員　

茨
城
空
港
の
発
着
枠
の
緩
和

や
小
美
玉
市
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

空
港
の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
と
考

え
る
。
茨
城
空
港
の
利
用
増
が
見
込

ま
れ
る
中
、
今
後
の
旅
客
数
を
ど
の

よ
う
に
見
込
む
の
か
。
ま
た
、
空
港

の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

知
事　

今
年
度
の
旅
客
数
は
、
国
内

線
で
過
去
最
高
を
見
込
む
と
と
も
に
、

全
体
で
も
70
万
人
を
超
え
る
見
通
し

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
路
線
誘
致
や

誘
客
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
、
将
来
像
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

次
期
病
院
事
業
計
画
に
お
い

て
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
機
能

強
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

中
央
病
院
は
最

先
端
医
療
や
が
ん
・
救
急
医
療
な
ど

を
提
供
す
る
基
幹
病
院
、
こ
こ
ろ
の

医
療
セ
ン
タ
ー
は
精
神
科
医
療
の
基

幹
病
院
、
こ
ど
も
病
院
は
小
児
専
門

病
院
と
し
て
県
立
病
院
改
革
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
医
師
の
増
員
や
Ｉ
Ｃ

Ｕ
の
増
強
な
ど
の
体
制
強
化
を
は
じ

め
、
患
者
の
利
便
性
向
上
や
働
き
方

改
革
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
経
営
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
持
続
可
能
な
水
田
農
業

の
取
組
、
教
員
不
足
の
解
消
と
負
担

軽
減
の
取
組
な
ど
も
質
問
）

議
員　

地
域
間
競
争
が
激
し
さ
を
増

す
中
、
決
し
て
前
年
度
の
繰
り
返
し

で
は
な
い
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即

応
し
た
県
政
の
か
じ
取
り
を
、
知
事

に
は
強
く
期
待
す
る
。
今
後
の
県
政

運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

生
産
性
の
高
い
社
会
を
構
築

す
る
た
め
、
経
済
が
好
循
環
す
る
環

境
づ
く
り
や
戦
略
的
な
企
業
誘
致
、

儲
か
る
農
業
の
実
現
な
ど
を
加
速
し

て
い
く
。
ま
た
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
基
盤
の
確
保
に
向
け
、
医
療

提
供
体
制
の
充
実
や
災
害
に
強
い
県

づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

県
北
６
市
町
を
対
象
と
し
た

現
在
の
「
県
北
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
が
、
令
和
６
年
３
月
末
で
計

画
期
間
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

改
定
さ
れ
る
新
た
な
プ
ラ
ン
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
県
北
振
興
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

次
期
プ
ラ
ン
で
は
、
臨
海
部

と
山
間
部
の
地
域
特
性
や
強
み
を
、

最
大
限
に
生
か
し
た
施
策
を
展
開
し

て
い
く
。
ま
た
、
取
り
組
み
の
進
捗

を
可
視
化
す
る
た
め
、
数
値
目
標
を

新
た
に
設
定
し
、
施
策
の
評
価
と
見

直
し
を
絶
え
ず
図
る
こ
と
で
、
効
果

的
な
施
策
展
開
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
盛
り

上
が
り
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

今
後
の
観
光
振
興
施
策
に
し
っ
か
り

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
果
を

踏
ま
え
、
今
後
の
観
光
振
興
施
策
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
の
新
た
な
取
り
組
み

を
継
続
し
、
地
域
の
挑
戦
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
の
観

光
部
門
を
再
編
し
、
推
進
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
に
向
け
た

一
体
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
誘
客

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
。

議
員　

生
徒
が
主
体
的
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
考
え
る
重
要
性
が
増

す
中
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
の

課
題
や
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

今
後
は
Ｉ
Ｔ
企
業
に
加
え
、

大
学
や
研
究
機
関
な
ど
と
も
連
携
し
、

生
成
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
最
先
端
技
術
な

ど
の
テ
ー
マ
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
付
加
価
値
の

創
出
や
革
新
的
な
効
率
化
な
ど
に
寄

与
で
き
る
先
端
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
整
備
の
進
捗
、
妊
娠
・
子
育
て

支
援
な
ど
も
質
問
）
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県
政
運
営
の
基
本
方
針

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
改
定
を

踏
ま
え
た
県
北
振
興

茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 ※1

の
成
果
を
踏
ま
え
た
観
光
振
興

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
 ※2

教
育
の
取
組

代表質問（要旨）

議
員　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、

被
災
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把

握
や
支
援
物
資
の
円
滑
な
供
給
体
制

の
構
築
な
ど
が
最
重
要
の
課
題
と
な

る
。
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
本
県

の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
と
市
町
村
で
連
携
し
て
物

資
の
備
蓄
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

避
難
所
に
指
定
さ
れ
る
学
校
体
育
館

へ
の
空
調
設
備
設
置
の
働
き
掛
け
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
国
の
計
画
な
ど

の
見
直
し
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
県

計
画
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

河
川
氾
濫
の
減
災
対
策
に
お

い
て
は
、「
流
す
」「
た
め
る
」「
備

え
る
」
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合

的
な
治
水
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
特

に
、
一
時
的
に
「
た
め
る
」
と
い
う

視
点
を
重
視
し
た
対
策
に
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

総
合
的
な
治
水
対
策
は
重
要

で
あ
り
、
特
に
「
た
め
る
」
対
策
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
・
県
・
市
町
村
が
連
携
し
取
り
組

ん
で
お
り
、
県
で
は
、
水
戸
市
の
西

田
川
の
調
節
池
整
備
事
業
に
着
手
す

る
な
ど
し
て
い
る
。
一
方
、
ハ
ー
ド

対
策
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
ソ
フ

ト
対
策
を
合
わ
せ
実
施
し
て
い
く
。
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能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と
し
た

本
県
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

河
川
氾
濫
の
減
災
対
策
と
し
て
調
節
池
や

貯
留
施
設
な
ど
一
時
的
に
貯
め
る
取
組

茨
城
空
港
の
利
用
促
進

県
立
病
院
の
医
療
提
供
体
制
の

整
備
と
機
能
強
化

「
県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
県
有
施
設
の
今
後
の
方
向
性
や
売
却
な
ど
の

処
分
の
妥
当
性
、
県
出
資
団
体
な
ど
の
事
業
の
在
り
方
、
経
営
改
善
方
策

な
ど
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
調
査
・
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
令

和
５
年
７
月
に
設
置
さ
れ
た
「
県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委

員
会
」（
田
山
東
湖
委
員
長
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
７
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
に
は
、
施
設
の
状
況
を
よ
く
把
握
し
た
上
で
委
員
会
に
臨
む

た
め
、
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
、
堀
原
運
動
公
園
お
よ
び
笠
松
運
動
公
園
の

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
に
は
第
６
回
委
員
会
を
開
催
し
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
３
つ

の
施
設
を
含
む
、
県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
か

ら
の
説
明
聴
取
を
行
い
、
委
員
と
執
行
部
の
間
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
定
例
会
中
に
開
催
し
た
第
７
回
委
員
会
（
３
月
25
日
開

催
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
現
地
調
査
や
委
員
会
で
の
審
議
を
行
っ
て

き
た
国
民
宿
舎
「
鵜
の
岬
」
お
よ
び
カ
ン
ト
リ
ー
プ
ラ
ザ
「
鵜
の
岬
」
に

つ
い
て
、
改
め
て
執
行
部
か
ら
の
説
明
聴
取
を
行
い
、
こ
れ
に
対
す
る
質

疑
を
行
っ
た
ほ
か
、
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
、
県
民
の
森
な
ど
（
県
民
の

森
、
植
物
園
、
森
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
き
の
こ
博
士
館
）
お

よ
び
里
美
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
取
り
組
み
状
況

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
本
委
員
会
で
審
議

し
た
後
も
執
行
部
の
動
き
や
経
過
を
見
守

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
方
向
に
導
く
た
め
、

議
論
を
重
ね
て
い
る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、

新
た
に
県
が
出
資
し
よ
う
と
す
る
笠
間
栗

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社
に
つ
い
て
も
、

執
行
部
か
ら
出
資
す
る
狙
い
や
考
え
を
確

認
し
た
上
で
、
委
員
と
執
行
部
の
間
で
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
各
県
有
施

設
・
県
出
資
団
体
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
審
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ことば ※1【デスティネーションキャンペーン】…ＪＲグループ６社と地域が一体となり、全国に向けて集中的な誘客宣伝を実施する国内最大規模の観光キャンペーン。令和５年10月～12月に本県で実施し、本	
	 年秋にもアフターキャンペーンを予定している。
※2【デジタル・シティズンシップ】…デジタル技術の利用について適切な行動規範を守り、デジタル技術の利用を通じて社会に積極的に関与し参加する能力。

令和元年東日本台風時の西田川の状況

デスティネーションキャンペーンで実施された
ウミウ捕獲地における特別見学（日立市）

３月25日に開催した第７回委員会の様子


